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カルロス・クライバー／ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団

ニューイヤー・コンサート1989&1992

くニューイヤー・コンサート1989>

Disc 1 (Total time• 46:58) 

□ JJII速庶ワルツ作品234(ヨハン・シュトラウス11世）(8:23) 
"Accclcrationcn"(Walzcr} Op.234 (Johann Strauss, Jr.) 

図 ITI園のポルカ作品276(ヨハン・シュトラウスn111:) (2:37) 
"Baucrn-Polka" Op.276 (Johann Strauss, Jr.) 

国 ワルツ「わが家で」作品361(ヨハン・シュトラウスII世）(8:29) 
"Bci uns z'Haus"(Walzcr) Op.361 (Johann Strauss,Jr.) 

田 ポルカ・マズルカ「とんほ」作品204(ヨーゼフ・シュトラウス）(4:42) 
"Die Libcllc"(Pollrn mazur) Op.204 (Josef Strauss) 

国喜歌削「こうもり」序,11,(ヨハン・シュトラウス11世）(7:46) 
"Die Fledermaus" Ouvcrtlirc (Johann Strauss,Jr.) 

国 ワルツ「芸術家の生活」作品316(ヨハン・シュトラウス11世）(8:53) 
"K(mstlcrlcbcn"(Walzcr) Op.316 (Johann Strauss, Jr.) 

II]ポルカ「風車」作品57(ヨーゼフ・シュトラウス）(3:22) 
"Moulinct"(Polka) Op.57 (Josef Strauss) 
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Disc 2 (Total time• 40:13) 

IIlポルカ「ハンガリー万歳！」作品332(ヨハン・シュトラウスnI!!) (2:27) 
"Eljcn a Magyarl"(Ungarischc Polka schncll) Op.332 Uohann Strauss,Jr.) 

図 ポルカ「クラップフェンの森で」作品336(ヨハン・シュトラウスnI!!) (3:53) 
"Im Krapfcnwaldl"(Polka francaisc) Op.336 Uohann Strauss, Jr.) 

国 ワルツ「春の声」作品410(ヨハン・シュトラウスII世）(6:38) 
"Fruhlingsstimmcn"(Walzcr) Op.410 Uohann Strauss,Jr.) 

田 ピチカート・ポルカ（ヨハン・シュトラウスU世／ヨーゼフ・シュトラウス）(2:50) 
"Pizzicato-Polka" Uohann Strauss, Jr./ Josef Strauss) 

図 オペラ「騎士パズマン」チャルダーシュ（ヨハン・シュトラウス0世） (4:15) 
"Ritter P:izm:in"(Cs:ird:is) Uohann Strauss, Jr.) 

国 ポルカ「おしゃべりなかわいい1ご1」作品245(ヨーゼフ・シュトラウス）(2:50) 
"Plappcrmoulchcn"(Polka schncll) Op.245 Uoscf Strauss) 

図 ジョッキー・ポルカ作品278(ヨーゼフ・シュトラウス）(1:25) 
"Jokey-Polka" Op.278 (Josef Strauss) 

国 ワルツ「美しく甘きドナウ」作品314(ヨハン・シュトラウス0世）(9:44) 
"Ander schoncn, blaucn Donau"(Walzcr) Op.314 Uohann Strauss, Jr.) 

回 ラデツキー行進'"'作品228(ヨハン・シュトラウス1世） (3:24) 
"Radctzky-Marsch" Op.228 (JohamヽStrauss,Sr.) 
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くニューイヤー・コンサート1992>

Disc 3 (Total time• 75:13) 

国 歌1.ll]「ウィンザーの陽気な女房たち」序1111(ニコライ）(8:55) 
"Die lustigcn Weiher von Windsor" Ouvcrturc (Otto Nicolai) 

図 ポルカ・マズルカ「町といなか」作品322(ヨハン・シュトラウスD世） (4:23) 
"Stadt uncl L>ncl"(Polb mazur) Op.322 Uohann Strouss,Jr.) 

国 ワルツ「オーストリアの村つばめ」作品164(ヨーゼフ・シュトラウス）(8:35) 
"Dorfschwalben aus Ostcrrcich"(Walzer) Op.164 Uosef Strauss) 

困 ポルカ「観光列車」作品281(ヨハン・シュトラウス1J世）(2:49) 
"Vcrgnligungszug"(Polka schncll) Op.281 Uohann Strauss, Jr.) 

固喜歌削「ジプシー男爵」 序'"'(ヨハン・シュトラウスD世）(7:48) 
"Der Zigcuncrbaron" Ouvcrturc (Johann Strauss, Jr.) 

国 ワルツ「千一夜物話」作品346(ヨハン・シュトラウス1J世）(8:20) 
"Tauscnd uncl cine Nacht"(Walzcr) Op.346 Uohann Strauss, Jr.) 

図 新ピチカート・ポルカ作品449(ヨハン・シュトラウスD世）(3:49) 
"Ncuc Pizzicato-Polka" Op.449 Uohann Strauss, Jr.) 

困 ペルシャ行進1111作品289(ヨハン・シュトラウスD世）(1:51) 
"Pcrsischer Marsch" Op.289 Uohann Strauss, Jr.) 

回 トリッチ・トラッチ・ポルカ作品214(ヨハン・シュトラウスDl!.t) (2:46) 
"Tritsch-Tratsch-Polka" Op.214 Uohann Strauss, Jr.) 

囮 ワルツ「天体の音楽」作品235(ヨーゼフ・シュトラウス）(9:19) 
"Sph:irenkl:ingc"(Walzcr) Op.235 Uoscf Strauss) 

回 ポルカ 「雷I!般と屯光」作品324(ヨハン・シュトラウスD世）(3:13) 
"Untcr Donner und Blitz"(Polka schncll) Op.324 Uohann Strauss, Jr.) 

⑫ ワルツ「美しく甘きドナウ」作品314(ヨハン・シュトラウスD世）(10:02) 
"An dcr schoncn, blaucn Donau" (Walzer) Op.314 Uohann Strauss, Jr.) 

⑬ ラデツキー行進1111作品228(ヨハン・シュトラウス1世）(3:16) 
"Radctzky-Marsch" Op.228 Uohann Strauss, Sr.) 

カルロス・クライバー指揮
CARLOS KLEIBER, Conductor 

ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団
WIENER PHILHARMONIKER 

Sound Rccord;ng: UNITEL 
Producer: Helmut A.Muhlc (1989) 
Posrproduct;on Producer: Cord Garbcn (1992) 
Postproduct;on Eng;nccr: s;d McLauchbn (1992) 
Rccord;ng:January I, 1989(D;sc1&2),January I, 1992(D;,c3) Mu,;kvcrc;n,GroRcrSaal, V.cnna 
w;ener Ph;llhannon;ker appears by courtesy of Deutsche Grammophon Gmbt-1, Hamburg 

Cover De,;gn: C.C.Garbcrs 
over Photo: v;v;annc Purdom 
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［カルロス・クライバーのVPO

ニューイヤーズ・コンサート］

カルロス・クライパー(1930-2004)が指揮者

として活動したのは、 1954年にポツダム（ドイツ）

でミレッカーのオベレッタ〈ガスパローネ〉を振っ

て正式デピューして以米、 99年のカリアリ（イタ

リア）におけるバイエルン放送交押楽団とのコ

ンサートまでである。その1:u、45年は決して短

い年月ではないが、 94年に東京で行われたウ

ィーン国立歌削場 ・日本公演での〈器薇の騎

士〉以降は殆ど引退状態であったのもまた周知

の通りである。生涯でもっとも数多く指揮した

のはミュンヘンのパイエルン州立歌劇場時代

で、 1968年のデピュー以後、 20年間に260公演

を振っているのだ。とくに75年と76年はパイロ

イト音楽祭の〈トリスタンとイゾルデ〉やスカラ座

での〈器薇の騎士〉もあわせて年間45回ほど指

揮台に立ち、それがピークであった。いわば働

き盛りの当時でも、年I/U20回に泌たない年もあ

り、とにかく仕事の絶対:liしから言えば、これほ

ど少ない指揮者はいないだろう。

レコード(CD)、映｛象ともなると、正規にリリー

スされたものは非-1;rに限定されており、 1973年

の〈／磁弾の射手〉から始まる彼のデイスコグラフ

ィは、ベートーヴェン、シューペルト、ドヴォルザ

ークの「ピアノ協奏1111」（スヴィヤトスラフ・リヒテル

の伴奏）、〈こうもり〉、〈椿姫〉、プラームス、モ

ーツァルトと続いて、 89年と92年の“ウィーン・フ

ィルハーモニー符弦楽団 (VPO)ニューイヤー

ズ・コンサート”ライヴ、そして94年の映像ライヴ

〈器薇の駿士〉で終了している。ほぼlダース

ほどのアイテムの、いずれもがかけがえのない

音源であることは明らかながら、それにしても

"VPOニューイヤーズ・コンサート＂の CD化を彼

が許可したことは、感謝して余りある。クライバ

ーのレコード制作でつねに1111題になるのは、彼

が{:I:上げに拘るあまり、最終的な発売許可を

容易に下ろさず、数年li¥Jも待たされるケースが

多かったから、ましてライヴ収録を前提にした

プロジェクトはさらに困難だったのだ。ただ

"VPOニューイヤーズ＂はテレピ及ぴラジオ j,;)11,1

中継が尖施されるという条件が課されているた

め、それに付随するライヴCD制作に関しては

クライバーも目をつぷったわけだ。

そのような経綽を経て、いま我々に残された

1989年と92年、 2回分の"VPOニューイヤー

ズ・コンサート＂のアルパムは、なんと軽妙洒 脱

で粋な名人芸をIJHかせてくれることか。カルロ

ス・クライパーという不lll:I.LIの指揮者を偲ぷ共

重な辿節であり、音楽を愛するすべての人々に

とっての宝物に述いない。

* * * 
クライバーとウィーン • フィルハーモニー管弦楽

団(VPO)との関係、なかんずぐニューイヤーズ＂

を指揮するに至った過程が典味深い。

VPOはウィーン国立歌劇楊岱弦楽団を1!):体

とするオーケストラであり、彼等がコンサートを

行うときにVPOと名乗っている。1973年:10月に

クライパーが国立歌劇場にデピューを朱たし、

〈トリスタンとイゾルデ）を5回指揮したことによ

り、まずは国立歌劇場管弦楽liJ:1との最初の顔

合わせが実現した。それで翌年、 1974年3月に

彼等はコンサート・ オーケス トラとして、つまり

VPOとしてカルロスと共浙の巡ぴに至り、それ

がコンサートではなく、いきなりレコーディング・

セッションが糾まれたのだ。しかも,11,1,1がベート

ーヴェンの「交押,u,第5番“述命,.」であったとい
うのは、とにかく'ii¥'軌を逸する破格扱いだ。

VPOと「述命」の録音を残している指揮者を旅

げてみれば、 レコード史上におけるこの時の録

音の意味が一1百II原然だし、そもそもVPOにデ

ピューする指揮者との初録音が「巡命」などと

いうことは、将来にもあり得ないことだろう。

カルロスの最初の録音である〈1磁；；ijlの射手〉

（オーケストラはドレスデン・シュターツカペレ）に

次ぐ、第2i,lj(としての「述命」であったわけだが、

粘呆としてクラシック界に与えた衝漿は大きく、

ヨーロッパでも「l祁の“秘密兵器＂が遂にその全

貌を現した！」といった評判が飛び交ったもの

であった。カルロスとVPOの組み合わせによる

「巡命」は大きな賭けであったに述いないが、

予想を上回る（と言うか、予想通りと甘うか））戎

呆を上げ、以後次々とVPOとの録音が続いた

のは、まことによろこばしい限りだ。VPOとの

実際のコンサートに関しては、 「述命」を録音し

た74年10月にプラティスラヴァ（スロヴァキア）と

イエテポリ（スウェーデン）へ客演しているのみ

で、地元ウィーンでのコンサートに直接結ぴつ

いていないところが、また格式を煎んじるVPO

ならではの桔骰というものであろう。

翌75年のベートーヴェン「交押1111第7番」、 78

年9月のシューベルトの「交押1111第3番」と「同第

8番“未完成＂」のレコーディング、さらには同年 12

月の国立歌胤lj場における〈カルメン〉プレミエを

経て、ようやく79年にカルロスのウィーンにおけ

るコンサートが実現した。12月に開かれた“第3

1rn定期演奏会＂で、この時の 1111目はウェーパー

「〈廣弾の射手〉）約111」、モーツァルト「交押1111節

33番」、プラームス「交押1111第4番」である。

＊＊ ＊ 
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クライパーと“ニューイヤーズ”の直接の結ぴ “ニューイヤーズ＂の予伽稲査はもうひとつあ っ 楊するようになって、ヘルベルト• フォン・カラヤ ン、 クラウス、終戦附後のヨーゼフ・クリップス、そし

つきは、瑶180年のVPOパル（舞踏会）である。 て、 VPOがツアー先で演奏するアンコールはワ クラウデイオ・アパド、そして89年と92年に“待望 てポスコフスキー以降、カラヤンを除いて・vro
例年、ファッシング（謝肉祭）JUIIIりにあたる］月の ルツやポルカが定番になっているが、 同行指揮 の＂クライパー、ほかにズーピン・メータ、 リッカル ニューイヤーズ＂を 指揮しているオーストリア人

弟3巡の木lf/1!日にVPOは楽友協会でパルをIJH 者の適性検究がここで行われるのだ。 ド・ムーティ、その後はニコラウス・アーノンクー はクライパーのみなのである。

1mしており、そのときどきにスター指揮者が招待 カルロスの楊合は、 81年4月のメキシコ・ツア ル、小澤征爾と紐くことになる。 ＊ ＊ ＊ 

されてオープニングを振ることになっているのだ ーが“奇l'1l"と酋われるほどの大成功を氾録し、 クライパーの場合、・vroニューイヤーズ＂指 クライパーとVPOの関係に戻ると、メキシコ・

が、このときはカルロスに白羽の矢が当ったの アンコールの「〈こうもり〉序1111」も大満足の出来 m, 者として、もうひとつ大きなファクターがあるこ ツアーの翌年、 1982年2月には定期演奏会にiり

である。すでにミュンヘンの〈こうもり〉が大評判 で、“ニューイヤーズ”のための汽格は十二分に とを、ここで説明しておこう。彼はオーストリア 登J））；して、ハイドン「交押1111第94番 ＂餃切 ＂」、ペ

になっていて、全1111盤（パイエルン州立竹弦楽 確認されたのであった。 国籟を持つオーストリア人なのである。往年の ルク「〈ヴォツェック〉より3つの断蹂」、ベートーヴ

団）も大好評であり、ことに“究極のポルカ＂「貨 ＊ ＊ ＊ 名指揮者である父親のエーリヒはウィーン生ま ェン「交押1111第7番」のプログラムで確たる）戊呆

叫と逍光」のII柑は、それこそ術I!阪と稲妻のよう とくにコアなクラシック ・ファンでなくても、知ら れで、彼がペルリン国立歌胤l)J));・音楽監付の時 を挙げている。しかしながら同年12月の定期

に轟（とどろ）き渡っていたから、VPOとしては ない人はいないほどの、 VPOの“トレードマー 代にカルロスがベルリンで生まれた。カルロスの 演奏会、およぴそれに続く映像収緑のための

一度手合わせして様子を見ようという気になっ ク＂たる ＂ニューイヤーズ・コンサート＂は、 1939 出生届には当然、オーストリア人で、ファース 公IJfl演奏会ではプローベの途中で失踪すると

たのであろう。とにかく彼のボルカ・ シュネル（述 年にクレメンス・クラウスによって始められ、その ト・ネームはカールと氾入されている。ところが、 いうスキャンダルを起こしたのだ。そのため、ウ

いボルカ）はその疾走するスピードが特徴で、す 後25年間はVPOコンサートマスターのヴィリー・ ナチス政府と対立したエーリヒは5年後に家族 ィーン復術には冷却期間が必要となり、次liilの

べてが振り1rnされてしまうような狂乱のテンボが ポスコフスキーによるヴァイオリン片手の弾き振 とともにプエノスアイレスに移住し、アルゼンチン 登J））；は88年:3月まで待たなければならなかっ

特徴なのだから。 りで知られている。1980年からはロリン・マゼ 約を取得した時点で、息子・カールの名前もス た 。 このときの定期演奏会の 1 11 1 ~,はモーツァル

VPOパルは、つまるところ“ニューイヤーズ・コ ールの時代が定沿していたため、すぐにクライ ペイン語のカルロスに変えたのだ。ただし、カル ト「交押1111第36番＂リンツ＂」とプラームス「交押

ンサート"の予1iii'ffl'究であって、いま元 13のコン パー登場、という進展には至らなかったが、初 ロスは50オになったとき、祁ぴオーストリア国簡 Jill第2番」で、異様に緊張した楽友協会の空気

サートに招かれている指揮者は、大体この選考 期のマゼールのシュトラウス演奏に対してネガテ に戻っている。 を、いまでも，思いIllすことができるほどである。

を経ているのだ。パルで合格したクライパーは、 イーヴな反応も大きく、メキシコでの評判を眉に、 シュトラウスの音楽の本質とはどこまで関係 ここで遂にクライパーの・vroニューイヤー
その5月に行われた＂伝説の"レンダーパンク祝典 クライパーをI.I.Iせ ！という紅見が出たのも事実で するか、様々な見解があるかもしれないが、ー ズ・コンサート"111 i斑が決定し、 1989年元日が

コンサート（非公IJH)にも呼ばれ、 そこで振った ある。 応カルロスのIllElはオーストリアであり、国妍も その本番、という手筈が整った。ただし、 カル

「〈こうもり）酌 Iii」、「品帝円舞1111」、「術l閲と俎光」 7回述続で元Elのウィーンを指揮したマゼー 同凶であるということを念碩に骰きながら彼の ロスがこのコンサートを引き受けてくれたこと,;i

が一大センセーションを呼んだのである。 ルの後、現在のように1ij,年沢なる指揮者が登 ワルツをIJHくと、また感触が迩うかもしれない。 体は索Iii'/らしいことではあるが、ここで当事者
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の誰もが頭を抱えることになった。名うてのキ 硲もあったのだ。そのような心配を知ってか知

ャンセル）磁であり、本番で何が起こるか、カル らずか、カルロスはクリスマス明けのウィーンに

ロスの場合はまった＜予i)IIJがつかないからだ。 現れて、ご機鎌でニューイヤーのリハがスタート

全世界にテレビ術星中継をしているORF(オー したのである。そのまま、大晦日も絶好潤では

ストリア放送）が、真っ先に我慢の絣がきれた あったが、だからといって元日の本番を振ると

のだろうか、本番でスタンパイするカヴァー指揮 いう保証は絶対無いわけで、ピンダーとしては

者が真剣に検討されたのだ。ただ、カルロスに 気の休まる111品がなかったであろう。ORFは、元

匹敵するような指揮者が他にいるわけもなく、ま 日に何らかの事故が生じた場合を想定して、大

たあまりにランクの低い指揮者でも困るわけだ。 晦日の映像をすり替えられるよう手配したと言

ところが当時VPOにはラッキーなことに索Iii'/ われている。

らしい適任者がいたのである。第3コンサート ＊ ＊ ＊ 

マスターのエーリヒ・ピンダーで、クリストフ・フォ "VPO ニューイヤーズ • コンサート”の手馴とし

ン・ドホナーニの緊急ピンチヒッターを引き受け て、クリスマス明けの2813期]JO時からリハーサ

て、超難1111であるストラヴィンスキーの「春の祭 ルがスタートし、 30日朝には` ・11I人のためのコ

典」を、そのまま本番で振ってしまったほどなの ンサート”がl),Jかれる。「1年11¥J、国の守りご苦

である。ウィーンには指揮法の名教師、ハンス・ 労であった」と大統領が年の瀬に際して軍人を

スワロフスキーがいて、アパド、メータ、ジュゼッ 労う国家行事であり、これがゲネプロに相当す

ペ・シノーボリ等の仰々たるl"l下生を'l/l.111して る。次いで31日夜の“シルヴェスター（大晦El)

いるのだが、ピンダーは学生時代に彼のクラス コンサート”、そして元日朝の“ニューイヤーズ＂

に出入りしていたおかげで、指揮法をマスター と都合3回の公開演奏会が開かれる。（以前、

していたのである（ピンダーはその後、本当に 30日は軍人のみの非公開であったが、近年は

指揮者に転向してしまったが）。 一般客にもIJ,J放するようになった）。

ピンダーにスタンパイさせれば、万が一、カル ここでVPO団且にとって大1/IJ題が生じる。ウ

ロスが出てこなくても元日のコンサートは遂行で ィーンのみならず、 一般にヨーロッバでは大晦El

きる、と関係者一I司、ホッと胸を撫で下ろすー が年中で一番パカ騒ぎする日になっているのだ

が、元日にI.II番を控えた1団且は、おとなしく我

骰していなければならないことになる。勿論、

それでも夜を徹して飲み明かすツワモノもいて、

元Elの朝は平然と楽友協会のステージに立つ

のが正統的('!)フィルハーモニカー（フィルハー

モニー団且）なのだと言うのだが。

＂シルヴェスター・コンサードが開かれている

大晦日の晩は、阿じ時間に国立歌 l~IJt));で、これ

また名物の〈こうもり〉が」項i[されるため、オー

ケストラは二手に分かれて対処している。だい

たい1年交替ぐらいのローテーションで彼等は

交互に出演している様子だ。

* * * 
途中、 91年10月にモーツァルト「交押1IJ1第36

番“リンツ.. 」とプラームス「交押till第2番」の映像

収録を終了して、クライパーにとって二度目の“ニ

ューイヤーズ”にあたる1992年は、 VPO創立150

周年の年でもあった。彼等が国立（当時は宮廷）

歌胤l]t));のピットから/.IJて第1回目のコンサートを

1mいたときの指揮者がオットー・ニコライであり、

150周年記念の"ニューイヤーズ”でも、まず彼の

代表作である「〈ウィンザーの陽気な女房たち〉

序till」からコンサートが始まった。クライパーの選

1IJ1はセンスが良くて、どれもが名訓であり、これ

らのダンス音楽と彼の1爵発(Iりな音楽性が1必翡

にマッチして、 Elくるめく音楽になるわけだ。その

慈味からも「1l「I!りと俎光」は何度IJHいても翻弄さ

せられる究極の訓奏であることに変わりない。

くわえて紐者のお気に入りはニコライ、シュトラウ

スニ世の「〈ジプシー男爵〉1釘111」、それに弟ヨ

ーゼフの「天1本の音楽」だろうか。

92年の＂ニューイヤーズ＂を指揮したあと、 2

月のパリ、 3月の日本（大阪、名古J,i"i、東京）ツア

ーをキャンセルしたのは、やはり1/ri恨事だ。そ

れでも同年11月、 VPO創立150周年記念行事

の1!:,尾を飾る式典に招待されて「11(嗚と泣光」
と「〈ウィンザーの協気な女房たち〉1約111」を振

っている。

1993年5月の第8liil定期浙奏会ではモーツァ

ルト「交押1111第33播」とR.シュトラウス「哭雄の

生誰」を振り、とくに後者は誰もIJHいたことがな

い、カルロスの“初I.LI"ということで大騒動にな

った。（正規熊リリースが待たれるアイテムのひと

つだ！）。

1994年1月にはVPOバルに刊度l呼ばれて、

得証の「（ジプシー男爵〉刷 Iii」を振り、これが

VPOとの最後の演奏になった。同年3月にはウ

ィーンで3liil、10月に東京で6回振った〈器蔽の

騎士〉がウィーン国立歌/jlj楊を指拙した最後で

あり、ピットに入っていたオーケストラ団且たち
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とのお別れでもあった。 〔150"-1-011りにわたる民主性

2004年のザルップルク音楽祭では〈杏薇の騎 （デモクラシー）と自三ビぽ埋〕

士〉がプレミエでIllされることになり、ルツィッカ ・匪界中の何百万もの視聴者が見守る中、

音楽祭総監仔がカルロスにIll演を打診してい ]992年1月1日、 ウィーン・フィルハーモニー符弦

ると発表したため、ここで再ぴ共演できる、と 楽団は“黄金に輝く＂ウィーン楽友協 会ホールに

VPOの而々は半伯半疑ながらも希望を持った おいて記念すべき創立150周年の硲をIJIJけた。

のである。だが、その恒前にVPOメンパーも、 このニューイヤー・コンサートではニコライによる

そしてザルップルクの〈密蔽の騎士〉に一練（い オペラ“ウィンザーの協気な女扮たち”の）約111

ちる）の望みを賭けていたファンをも失望させる がカルロス・クライパーによって指揮されたが、

ように、カルロスはこのIllーから氷辿に去ってしま それはまさに人々の熱狂的な歓迎を受けてウ

ったのである。

SICC 204-6 

ィーンを代表するマイスター・オーケストラ“フィル

ハーモニカー（フィルハーモニー1笠該楽団）＂が

く2004年9H111蛤睦＞ 粒柑を上げた1842年3月28EI、イースターの"壮

10 

大なるコンサート（大合奏）＂と同じ 1111目であった。

このときの指揮者は、プロイセン王国のケーニ

ヒスペルクに生まれ、帝国王立宮廷歌劇楊の

楽長を務めていたカール・ オットー・エーレンフ

リード・ ニコライ、 作1111家自身であった。オーケ

ストラの生まれた地ウィーンにおいてのみなら

ず、 •世界においても“類をみない” 存在であり、

・m: 界中の人々 に“愛されてきた＂ウィーン・フィル

ハーモニー、その歴史はウィーンの大円邦楊レ

ドゥーテンザールにおいて帝国王立留廷歌劇

!））；のメンパー全i↓によって構成されたアンサン

プルによる“壮大なるコンサート＂に始ま った。

実際にこのようなコンサートはそれ以前にもIJHか ルは大家であるがゆえに、泄界各国における

れていた。しかし、フィルハーモニー史の公式執 コンサートのJ））Jやメデイアから・1;¥・により翡い淡求

節者を始め、 多くの人々が"フィルハーモニー・ を突きつけられてきた。しかしそのような状況

アカデミー”と呼ばれているこのコンサートをもっ 下に骰かれながらも、彼らは音楽のI!!界・歴史

てウィーン・フィルハーモニー↑洞：弦楽団の誕生と における例外的な存在であり紐け、毅望の対

している。それはこの演奏会をもって“フィルハ 象となってきた。そんな彼らゆえ、 150周年のお

ーモニーの概念＂と呼ばれる 1原則が初めて実践 祝いの年とはいえ、ゆっくりと祝っている1殷など

に移されたからである。そしてそれらは150年た ない。むしろ彼らにとっての最翡のお祝いは、

った今日においても1派々と息づいている； 演奏をすることそのものであり、カルロス・クライ

—ゥィーン国立歌劇場（もと ：：E立宮廷歌劇場） パーとの数々の特別な祝祭コンサートや他界ツ

オーケストラの楽rnnである芸術家のみが アーはまさにお祝いの場であったのだ。1低衆に

ウィーン・フィルハーモニー't1'弦楽団の楽団 とっても、ウィーン・フィルの数ある魅力を楽しむ

i↓となることができる。 ことができるだけでなく、他に類を見ない、そ

一 楽団且は芸術においても、また糾織的に して‘常に;]/i1J1:,:となってきた＂ウィーンならでは

も、経済 • 財政的にも自ら沢任を J~うもの の押き＂をIJflいて、体感することのできるすばら

である。 しい機会となった。彼らの秤きとは、もはや

—すべての決定は/J;(flll として民主的な方法 つの様式であり、最も信頼にたる科学的研究

によってなされるものとする。 法に基づいても定義付けることは不可能だ。そ

一 尖際的な巡営業務は民主的に選Illされた れは音楽的町感や音楽((~感情を通してのみJJJ[

12人の委且によって行われる。 解することのできる一つの現象とも言うべきもの

上記の /i;(J(IJ は •見とても節単なものに見え なのだ。そしてそれが最も紺渇・に現れるのが

るが、これこそが150年にわたってウィーン・フィ （おそらく）ニューイヤー・コンサートであろう。

ルハーモニー符弦楽団の発展、絣萩、前進、 ここで話をオーケストラの成り立ちに話を仄

硲いi妬｛奏水準、世界的評価を支えた私的な楽 させていただきたい。ちょうど150年前、まだ駆

友協会の規範となったのである。ウィーン・フィ けIJ.¥しのオ，iきフィルハーモニーは最初のコンサ
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ートをオットー・ニコライの指揮で行った。その 態をとるようになった。それは楽団且の仲1/¥l内

後も表而的には成功を収めているかに見えて の表現を伯りて酋うならば、 一人の“主），怜指揮

いたが、たった11回のコンサートの後、 1847年 者”との結婚とI,・話よりも、何人もの愛人とのI全1111

にオットー・ニコライがウィーンからベルリンに移 でリペラルな関係の方を俊先させたい、とする

ってしまい、彼らの野心的な企ては水泡に帰す ものであり、より多くの時代を代表するような指

こととなる。それから12年もの空白の時を経た 揮者たちと関係を持ちたいとする考え方であっ

後、ついに、オペラ座の監付を務めるカール・ た。これは一言で言って、ウィーン外交術に例

エッケルトが1860年JJ'l15日に“フィルハーモニ えることができよう。

ー・コンサート＂をウィーンにおいて!JfH!llした。そ その一方でニューイヤー・コンサートの伝統

してその後この習札＇［は途切れることなく紐いて は、比較的新しいものである。指揮者、ヨハ

きた。この当時、そしてその後もかなりの期間、 ン・シュトラウスとフィルハーモニーとの関係は、

フィルハーモニーは一人の主席指揮者にこだわ ただ散発的、あるいは偶発的に契約1関係が交

るようなことはしたくない、と考えてきた。そして わされてきただけの、そんな関係であった。そ

その結果、 1903年から1908年にかけてコンサ してオール・シュトラウス・プログラムのコンサー

ートごとに客浙指揮者と契約を交わしていた時 卜を “楽団且たちが＂決定したのは、なんと

期を除いて、 1933年まではシーズンごとに一人 1925年になってからのことだったのだ。これは

の指揮者を定め、その指揮者が定期公演をす あらゆるウィーン音楽の大家であり、師であるシ

べて指揮する形式をとったのである。このJりl1/U ュトラウスの生誕JOO周年を祝うための特別な

に指揮者を務めたのが；カール・エッケルト、オ プログラムであった 。 フェリックス • フォン・ヴァイ

ットー ・デッソフ、ハンス・リヒター、ヴィルヘル ンガルトナーやプルーノ・ワルターはツアー中の

ム・ヤーン、グスタフ ・マーラー、ヨゼフ・ヘルメス コンサートにおいてシュトラウスー・家の作品をア

ベルガー・ジュニア、フェリックス ・フォン ・ヴァイン ンコールに好んで取り上げ、それは好評を博し

ガルトナー、ヴィルヘルム・フルトヴェングラー、そ ていた。しかしそれにもかかわらず、ニューイ

してクレメンス・クラウスである。1933年以降、 ヤー • コンサートが1ft例化したのは 1930年代終

客i¥ii指抑者のシステムがそれまでとは述った形 わりになってからのことであった。そしてここで

ー~

り

＇ー
＿

J
9
1

ぃ
ヽ

忘れてはならないのがクレメンス・クラウスの存 ウィーンの脊楽評論家たちは、それぞれが独

在だ。大きな役割を朱たしたクラウスが去った 自の邸見を持ち、同じ批評をすることがないこ

後も、ウィーン・フィルハーモニー'i".'.'i弦楽団のコ とでクIIられている。しかしそんな批評家たちが

ンサート・マスターであったヴィリー・ポスコフス ii均場一致で、 1992年のクライパーのニューイヤ

キーが、クラウスの後継者としてその後25年に 一 • コンサートを1't校した。そして、より邸い校

わたって4膨1,ニューイヤー・コンサートの指揮者

を務めた。この年月を経て、今ではロリン・マ

ゼール、ヘルベルト・ フォン・カラヤン、クラウデイ

オ • アパド、カルロス ・クライパー、そしてズーピ

ン・メータといった主/,ti;客演指揮者たちがその

存在価龍iを11!界に証IYJし、定評を得るにいた

っている。

1989年に行われたカルロス・クライパーとの二

ューイヤー・コンサートはセンセーショナルな成

功を収め、 1 992年に再ぴ彼が招 Jf'~されること

となった。尖際のところ、ウィーン・フィルハーモ

ニー竹弦楽団とカルロス・クライパーの関係は、

何者も入り込むことができないような特別なも

のであり、そのような術な関係は他に存在しな

かった。クライパーはウィーン国立歌劇場にお

ける〈トリスタンとイゾルデ〉〈罹祓の騎士〉〈カル

メン〉〈ラ・ポエーム〉といったオベラを指揮した

だけでなく、ウィーンにおける特別なコンサート

JYJ IIりやツアー、そして放映JI]コンサートにおい

ても指揮台に立ってきた。

辞をllNらんと競うかのようでさえあったのだ。

2000人あまりの音楽ファンがウィーン楽友協会

ホールで災際にそのiii!奏をIJlJく機会に恵まれ、

何百万の人々がテレビを通してその光屈を見

つめた。そしてここにある録音が、時を経て今

再び、特別なひとときを体験させてくれることと

なろう。

<l!l!)2年 ヴァルター・ギュルテルシュミート＞

（訳：久野埋恵子）

※「ニューイヤー・コンサート1992」オリジナル誼ライナーノーツ
よりEl;;f<fl:f訳転杖
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<1111目解説＞

Disc 1 

田 JJII速度ワルツ （ヨハン・シュトラウスII世）

1111名どおり、ゆっくりと始まって徐々に弾みが

ついて述くなってい<― 最初の部分がややア

ソチェレランド気味に演奏されるように柑かれ

たワルツ。1860年2月141:1、ゾフィエンザールと

呼ばれる料跨会楊でiii,された謝肉祭の「技術

者舞踏会」のために、依頼を受けて作1ll1したも

のだが、当時のヨハン・シュトラウス a・Ill:os25-

1899)は超光れっ子の人気タレント。あちらこち

らの料跨会場を掛け持ちで演奏して回ってい

て作1111のlij見がなかなか取れず、この1111などは

当の舞跨会の前日、 早朝5時ごろ、最後の客が

踊り疲れて帰った後の舞踏会楊の隅のテープ

ルで、 手近のメニューの裏に走り{'rきでスケッ
チを守き、 一眠りしてから作1ll1にかかったが、

その晩の舞跨会のために一時中断。作1111を仕

上げて写諮屋に渡したときには、もう 「技術者

耕踏会」の当Elの朝。写請が上がってくるまで

のI/り一眼り。午後にはオーケストラに紬習をつ

けて、やっとその夜の舞跨会に1:りに合わせた、

という話が伝えられている。
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回 Ill園のポルカ（ヨハン・シュトラウスII世）

1856年から1865年まで、ヨハン・シュトラウス

0世はウィーンの仕事を二人の弟に任せると、

師年5月頃から半年近くもロシアのパヴロフスク

（現プーシキン市郊外）へ演奏旅行に/J.Iかけた

ものだ。収入がいいこともあったが、雑事に煩

わされず音楽に専念できることがよかったのだ。

パヴロフスクで生まれた名1111は少なくない。

1863年2月に、オーストリア帝国宮廷料踏楽

長の名抒ある称号を授与されたヨハン□世は、
前年に結婚したばかりの新我を伴ってロシアヘ

おもむいた。二重の喜ぴのなかで生まれたの

は、歌い手でもあった我が作ったメロディをもと

に{I::いたチェロのためのロマンス・ト長濶“ドル

チェ・ピアンティ（甘く哀しく）”、それにうって変

わって1偏気なこの「田園のポルカ」だった。演奏

されることがほとんどない1111で、おそらくこれが

初レコーディングだろう。

回 ワルツ「わが家で」（ヨハン・シュトラウスII世）

1873年のウィーン万国1懃に際して、日本を含

む泄界各国から訪れるお容を歓迎して、オース

トリア随一の人気者、ヨハン・シュトラウス II・Iせ

が作1111したのがこのワルツ。ワルツ「ウィーン気

質」 もこの時の作品でウィーン • フィ ルによって初

iii(されたが、 “わが家のつもりで、どうぞ気楽に

お過ごしください＂という邸味で作られたこち ら

のワルツは、ウィーン男戸i合唱協会の「夏の合

唱祭」で初iii(されている。本来は“合唱ワルツ"

だが、 今 日ではオーケストラだけの浙奏で聴か

れることの方が多い。全世界の人を迎え、また

全世界に放送される“ニューイヤー• コンサート＂

にふさわしい選1!11だ。

田 ポルカ・マズルカ「とんほ」

（ヨーゼフ・シュトラウス）

秋空に飛ぴ交うとんぽ、しばらく空中に静」I:.

しては、すいっと飛ぶ小粋な姿が、第3拍にア

クセントを附くポルカ・マズルカ特有のリズムで

描き出される。ところがこれが慈外に演奏が難

しい。ウィーン・フィルといえどもなかなかとんぽ

の飛ぶ感じにならないのだ。過去に日本でも

放映された＂ニューイヤー ・コンサート＂のなか

では21mプログラムに取り上げられているが

（注 ：本秘執節は1989年）、いずれも飛ぷのに

失敗している。それがどうだろう、 今回はクライ

パーによって見事に飛ぶことができた。彼の演

奏は総じてテンポが述いが、この1111は他の人と

比べてむしろ迎く、今でも語り難となっているク

レメンス ・クラウスの名演以来の出来となってい

15 

る。作1111はヨハン U他の隙命の弟、ヨーゼフ・

シュトラウス(1827-1870)。初iii(は1866年JO

月21El、フォルクスガルテンの野外音楽邸。

回嘉歌削「こうもり」序'"'

（ヨハン・シュトラウス II世）

1989年の“ニューイヤー・コンサート”の第1部

の最後を飾ったのが、 1874年にアン • デア・ウィ

ーン劇楊で初演されたヨハン・シュトラウスa枇
の3作目のオペレッタ、彼の最大傑作である「こ

うもり」の序1ll1。この1111は3年述続の登楊で、

1987年のカラヤン、 1988年のアパド、そしてこの

クライパーと、それぞれに特徴的な演奏を楽し

ませてくれている。なかでテンポが一番述いの

はやはりクライパーだが、 大胆なまでにダイナミ

ックな、それでいて細部にまで神経を配った強

弱の変化（デイナーミク）で一段と旅やかに演奏

している。

匝 ワルツ「芸術家の生活」

（ヨハン・シュI・ラウスII世）

師年2月頃の謝l例祭シーズンに111¥される耕防

会のための実月1(1りなワルツと、コンサート等の

ためのワルツを、 ヨハン・シュトラウス 11・1!!:はかな

りはっきりと1!:=き分けていた。この芸術家の机
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まりである"'1!fの明見＇の舞跨会のための JIiiは、

1867年2月に「美しくwきドナウ」のわずか3日
後、同じ会場で初演されながら大変対!!(((Jりで、

こちらは全体に表情が少なく構成も索朴で、い

かにも‘‘舞踏会）IJ"らしい。しかしそれでいて

今日でも立派に鑑伐にたえるだけの作品にな

っているところが、ヨハン• シュ トラウス II世が

＂ワルツ 王＂と呼 ばれ、彼の作品を中心にしたこ

のような旅やかなコンサートがIJHかれる11:i絃で

もある。それにしてもこのカルロスの演奏、往年

のファンには懐かしい父エーリヒ・クライパーを

息い出させるのではないだろうか。

図 ポルカ「風III」（ヨーゼフ・シュトラウス）

以前からTILT名の訳がIIIJ題になっていたヨー

ゼフ・シュトラウスのもっともボピュラーな作品だ

が、 1989年のNHKテレビでは突然今までとは

迩う“水Iii."のtilt名で紹介されていた。もちろん

この方が正しいのだが、長い1::1「風III」の訳名

で親しまれてきたので戸惑った人もいるだろう。

ウッド・プロックが杵のリズムをユーモラスに刻

む、テンボの緩やかなくフランス風ポルカ＞で、

1858年の作品。
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Disc2 

IIIポルカ「ハンガリー万歳！」
（ヨハン・シュトラウスII世）

同じポルカでも、 今度はテンポの述いくシュ

ネル・ボルカ＞。 1869年 3月 、 ハンガリーの-,~i都

プダベストの王宮舞跨会楊で、ヨハン〇泄とヨー

ゼフが指抑するシュトラウス ・オーケストラがIll

Mして1mされた「ハンガリー自治2周年記念舞

踏会」のために作1111されたもので、ハンガリー

国民に献呈されている。コーダでハンガリー独

立の志士を附える11名なくラコッツィ行進1111>

の一節が聴かれるのはそのためだ。

図 ポルカ「クラップフェンの森で」

（ヨハン・シュトラウスII世）

クラップフェンはウィーンの北側にある小邸い

丘、補荷洒で布名なあたり。かっこうの)梵がこ

だまし、小島たちがさえずる平手IIな森のたたず

まいが、緩やかなテンポのくフランス風ポル

カ＞で描きI.LIされる。ところがこの1111、最初は

1869年夏に4年ぷりに訪れたロシアのパヴロフ

スクで「パヴロフスクの森で」という題名で発表

したが、翌年ウィーンで初演する際に1111名をウ

ィーン近郊の地名に変えたものだ。いささかお

手軽な1:11象を与えかねないエピソードだが、1111

自体はのぴのぴと森の自然を謳歌している。ク

ライパーは中間部でちょっとテンポを速めて、浮

き立つような楽しさを強濶してみせる。

回 ワルツ「科のJ:f」（ヨハン・シュトラウスII世）

1883年3月1日に当時の名コロラトゥーラツプ

ラノのピアンカ ・ピアンキが、アン・デア・ウィーン

劇場で開いたリサイタルで初演、その後ウィーン

宮廷歌劇場（現国立歌劇楊）で歌劇の硲iii]でも

歌って評判となったのがこのワルツだった。

1987年の＂ニューイヤー・コンサート＂でキャス リ

ーン・パトルが歌ったのがそれだが、 今l!IIのオ

ーケス トラ版の方は同月 171~に、まさにこの阿じ

ウィーン楽友協会のホールで、エドゥアルト・ シュ

トラウスの指揮によって初浙されている。当時

58歳だった作JIii者は、ちょうどこの頃30波年下

のアデーレとの恋が3回目の幸せな結婚へと発

展しつつあった。そしてこのJillは、彼女を伴っ

てプダペストを訪れた際に、フランツ・ リストもliiJ

席していた晩牲会のl,'{;..t.でl!ll躾的に作られた

ものと伝えられている。

困 ピチカート・ポルカ

（ヨハンII世、ヨーゼフ・シュトラウス令tr)

ロシア旅行には、弟のヨーゼフも同行していた。

このところ仕事の過労からノイローゼ気味で裕

ち込んでいるヨーゼフを心配して、転地根桜を

かねてヨハンが無理をして入れた1:1:•JTだった 。

5月からJO月まで、白夜のパヴロフスクで、 iiif奏

の合間に作1lhしたり、 二人で語り合ったりして

いるうちに、どうも ~3歳と 4 1 歳の兄弟は潅心に

帰ってしまったらしい。多分父のヨハン・シュト

ラウス IIせの新JIiiを.l裔みIJfJきしてはピアノで弾

いていた子1Jtの頃のように、 二人で述弾でもし

ていたのだろう、そのうちにほとんど全編を弦

楽器のビチカートだけでiiif奏するというこの可

愛らしいボルカを作り」．．げてしまったのだ。

匡 オペラ「駒：I; パズマン」チャルダーシュ

（ヨハン・シュトラウスJJlit) 

哀愁を湛えた“ラッシュ”で始まり、少しず

熱を幣ぴていってti'l熱(Jりな“フリッシュ＂に入る

ハンガリー・ロマの舞蹄くチャルダーシュ＞は、

ウィーンの宮廷ではあまりに反誼徳的、反体制

的という理由で1851年まで禁止されていた。し

かしいったん禁止が解かれ、その後さらにハン

ガリーが帝国内でオーストリアと同等の自治権

を得るようになると燐発(Iりに流行し、リストやプ

「クラップフェンの森で」が作られた1869年の ラームスを始め多くの作1111家も題材に取り Lげ
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るようになった。ヨハン・シュトラウスll11! も.1874 にもかかわらず、 1870年に43淑という短いとl戎If

，，I; のオペレッタ「こうもり」に登楊させているが、 を11Jじるまでのわずか17年間に、彼は2831111も

ここでi演炎されているのは1892年にウィーン宮 の明る＜楽しいダンス音楽を作1111したのだ。こ

廷歌胤i)JJ];(現j.ij立歌劇楊）で上iiifされた彼の唯 の家庭を愛したヨーゼフならではのポルカがf~f

ーのオベラ「駿」7バズマン」の中のパレエ音楽 かれたのは1868年。JO歳の一人娘カロリーネ

の一部。オベラ自体は惨俯たる粘呆に終わっ のおしゃべりがヒントになったともいわれる。随

たが、評論家のハンスリックが「スコアの中で!ii! 所に「ジ・ジ・ジ・ジー」という音を発するラットル

＜宝石のような名1111、ただ一つの救い」と評し が登場するのが特徴だが、この演奏では音色

たのが、このくチャルダーシュ＞が含まれてい が述う数種類のラットルが効栄的に使い分けら

る“パレエ音楽”で、もとのオベラが忘れ去られ れている。

た今も、このように浙奏され粒けている。

図 ジョッキー・ポルカ （ヨーゼフ・シュトラウス）

固 ポルカ「おしゃべりなかわいい口」 アンコールの 1 1111 ~,として演奏されたのがこの

（ヨーゼフ・シュトラウス） 1111。述いポルカのリズム、それも＜ガロップ>Ml

兄と述ってヨーゼフは最初音楽家になる気は なリズムに乗せて馬が疾駆する様子を描いた

なく、 T芸学校に学んで当事の花形戦菜だっ ヨーゼフの傑作。1870年2月、彼がノイローゼ

た技師として世に/IIた。その彼が過労で倒れ から事故を起こしてこの世を去るわずか5ヶ月

た兄の代理として指揮台に立ったのは27歳の 前に{!:=かれた作品ながら、 II行さは微躯もない。

1853年。その時でさえ彼はまだ本格的な転lilJ "ニューイヤー • コンサート＂での浙奏回数が一

は考えていなかった。"I全1分の紅；志に反した天 番多 いヨーゼフ • シュトラウスの作品で、 i此近で

オ＂と彼のことを評したのは、シュ トラウスの研 は1987年、やはりアンコールに登楊している。

究家であり例年＂ニューイヤー・コンサート＂の

放送Illアナウンス屈（松を執節しているフラン 固 ワルツ「美しく甘きドナウ」

ツ・マイラーだが、 性格的にも派手なことが苦手 （ヨハン・シュトラウスII世）

でこっこっと研究に打ち込むほうが好きだった 今では“ニューイヤー・ コンサート”のアンコー
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ルといえばこの1111、とすっかり定がtしてしまって 祝1'1会のために作1lh、オーストリア陸軍に献兒

いるが、 1958年以前は必ずというものではなか したマーチで、トリオの部分に当時流行してい

ったそうである。しかし全I!!:界 へ衛屈中継で た作1111者不詳のII美なワルツのメロディが、そ

放送されるこのウィーンならではの旅やかなflli のままリズムを2拍子に変えただけで挿入され、

しの最後を飾るのに、ウィーンヘの讃歌であり、 効朱をあげている。

オーストリアの非公式な第二国歌とも呼ばれる

この1111以上にふさわしい音楽はないだろう。本 <1989年保柳健＞

来は拐和合咀1111として、 1867年2月15日にDUか

れたウィーンリ）和合1q1協会のコンサートのため 沢81)年訊の111111解説は89年発兄時のものを転戟しております。

に作1111されたものだが、，；；1年3月JO日にはここ

で聴かれるような新しいコーダが柑き!JIIえられ

たオーケストラ版も発表された。以来120年以

上＂ワルツのなかのワルツ＂として、またも っとも

ポピュラーな13'弦楽名1111として栽しまれ萩けて

きた。 例年のテレビでは、この 11!1 にパレエ • シー

ンがカIIえられるのだが、 1989年は珍しOi！動憾

溢れるクライパーの指揮ぶりをじっくりと楽しま

せてくれていた。

回 ラデツキー行進1111(ヨハン・シュトラウス1世）

会場の手拍子とともに浙奏されるこのJillで

“ニューイヤー・コンサート＂を終わるのも恒例と

なっている。＜ワルツの父＞と呼ばれるヨハ

ン・シュトラウス1世(1804-1849)が、 1848年に

イタリアで勝利を収めたラデツキー将軍の凱旋
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Disc] 

口 歌劇「ウィンザーの阻気な女恥たち」J茅'"'
（ニコライ）

1992年の初頭を飾るニューイヤー・コンサー

トは、ウィーン・フィルの創立150年に当り創股

者オットー・ニコライ(1810-1849)に敬証を表し

て、その代表作であり、また彼の名をドイツ歌

胤I)史上に不朽のものとすることになった「ウィン

ザーの協気な女屁たち」序RLLRに始まる。ニコラ

イは1841年にウィーン王立歌胤I)楊の首11;;楽・長

となるが、 1848年にはベルリンの歌劇楊に移っ

ており、翌1819年に「ウィンザーの協気な女房

たち」が同地で好評のうちに初演されてからわ

ずか2ヵ月後に枇を去ることとなった。この歌劇

はシェイクスピアによる同名の喜胤1)を題材にモ

ーゼンタールが台本を苦いており、全体は3硲7

場から成っている。

序TLLRはアンダンテ ・モデラートの序奏部でロ

マン的な気分のうちに開始され、続くアレグロ

ヴィヴァーチェ、ソナタ形式による主部では軽や

かに奏される第1主題と、もう1つ弦で流脱に

歌われる第2主題を中心に、かなり入念にl':=か
れた展開部及び主題の・再現を通してlリ］るい流

動感の中に幾かな生気を生かして、この歌劇

の窮劇(Iりな内容にふさわしい軽快な気分を盛
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り上げている。

回 ポルカ・マズルカ「PIJといなか」
（ヨハン・シュトラウスRR世）

ワルツ王、ヨハン ・シュトラウスnI仕(1825-
1899)が造園業者協会の主イIllする謝肉祭コン

サートのために柑いた、 3拍子のマズルカのリズ

ムを生かしたポルカ・マズルカであり、 1868年に

作1111されている。なお、この1111では最初の部分

がいなか風の索朴な気分を持つのに対して、

中間のトリオでは都会風のしゃれた気分とな

る、その対比が而白い効朱を上げている。

回 ワルツ「オーストリアの村つばめ」

（ヨーゼフ・シュトラウス）

ヨーゼフ・シュトラウス(1827-1870)はワルツ

王より2つ年下の弟で、最初は建槃技fliliをして

いたが、兄の刹気の際に代ってその楽団を指

揮して1853年にデビューする。fr1ll1家としても

11¥Jもなく作品を発表するようになり、最初は純

音楽の作1111家を志していたという事だが結局

はワルツやポルカなど280にも上る作品を残す

ことになる。指揮者としても兄の楽団を交替で

指揮し、またしばしば図廷舞跨会にも登場する

など多忙な活躍を行っていた。

そのヨーゼフは生来体が弱かったこともある

のだろう、兄の1陽気な性格に比べるとロマンチ

ストでデリケートな感勧家でもあり、そんな性格

はヨーゼフの作品にもはっきりと彩を洛としてい

る。「オーストリアの村つばめ」は「天体の音楽」

と並んでヨーゼフを代表する存在となっており、

村つばめの訪れた初夏のウィーンを思わせるい

かにも爽やかな自然の~'i: 1111気が巧みにとらえら

れている。ゆっくりした9茅奏に紐＜蔽初のワルツ

では爽やかな抒梢の中につばめの嗚き声もIJH

かれ、この後いくつかの蔀やかなワルツが続く

が、同時にそこにはヨーゼフ独自のロマン(Iりな

体牧もはっきりとI:[]されている。そしてコーダで

は利びつばめの嗚きy!;を取り入れた冒頭のワ

ルツが1亘l想的に戻って1111を結んでいる。

田 ポルカ「観光りtJ:il.(」（ヨハン・シュトラウスrrlit:) 

ワルツ王による述度の述い軽快なポルカであ

り、 1864年に遊買鉄近の開通式に当ってfrill!

された。題名のようにいかにもスピード感のあ

る列車の動きを息わせながら、同時にそれを

楽しむ乗谷達のにぎやかな典布も伝わって米

るようである。 「 トリ ッチ・トラッチ • ポルカ」や「m
嗚と准光」などと並んで、ワルツ王の巧みな描

写力を見せた1111の1つになっている。なお、こ

21 

こで開かれる鉄逍のラッパは、指揮者のクライ

パー自身が吹いているものである。

国 嘉歌刺「ジプシー男爵」序1111

（ヨハン・シュトラウスII世）

今日オペレッタ作1111家としてのヨハン・シュトラ

ウスの名を悩からしめている「こうもり」から11

，，ド後に当る1884年．、もう1つこれも大きな当りを

とった「ジプシー男爵」が現われる。今はジプシ

ーの群れに身を投じているが、 実はハンガリー

領主の息子バリンカイが父の邸にかくされた染

大な財宝を発見し、ジプシー娘と見られている

が尖はこれも翡伐の/JIであるザッフィと結婚す

る、涙と笑いと歩がふんだんに盛り込まれた物

im。ハンガリーの小説家ヨカイの原作に基づい
て同じハンガリーのシュニッツァーが台本を完

成、シュトラウスが完成までに2年をかけたこの

オペレッタには、ウィーンとハンガリーの両方の

要索が見事な合体を遂げており、）約Illは削中

の旋律を次々にmいて、このオペレッタの気分
を生き生きと伝えてくれるのがとても楽しい。

国 ワルツ「千一夜物語」 （ヨハン・シュトラウスIJ世）

ワルッ王ヨハン・シュトラウスがオペレッタ作1111

家として最初に発表したのは、 1871年の「イン
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ディゴーと40人の盗賊たち」だった。これは大 でi貨奏する。弦をはじく軽やかな効栄」こ、テン

変な成功で、 一ヶ月に亘って述萩上演された程 ポの動かし方の妙でなかなか気の利いた作品

大きな人気を呼ぴ、その条'i呆オペレッタ作1111家 になっている。

としてのワルツ王の人気を・tj!iに確立するとこ

ろとなった。しかし台本がまずかったため、ワ 匡lペルシャ行進tlll(ヨハン・シュトラウスII世）
ルツ王の死後、 1900年になってから台本に手 1864年に作1111された、エキゾチックな感じを

を加えて題名も「千ー液物晶」と改め、 J立初と 生かした行進1111である。その2年前に開始され

はまるっきり述うオペレッタとして蘇ることになっ た、ヨーロッパとアジアを粘ぶ通信ケープルの敷

た。このような復活は勿論このオベレッタの中 設にあたって、当然その通路となる広大なペル

に多くの美しい音楽が含まれていたために他 シャ王国に人々の関心が注がれ、そんな風憎l

ならず、現在では「ジプシー男爵」の場合と同じ の中でこの1ll1は柑かれている。

くオペレッタの中からいくつかの1111を取りlitして

まとめたワルツ「千一夜物晶」によって広く知ら 匝lトリッチ・トラッチ・ボルカ
れるようになっている。l茅奏とそれに続く3つの （ヨハン・シュI・ラウスnttt)

ワルツ、それに後奏とから成っており、その旋 トリッチ ・トラッチというのはおしゃべりを慈味

律にはひときわ悛美であでやかな表情が込め しており、急述でせわしなく、いかにも女房た

られているようである。 ちのおしゃべりを思わせるように、陽気で賑や

かに奏される。1858年に作1111された。

図 新ピチカート・ポルカ （ヨハン・シュトラウスII世）

もう 1 つの名秘い「ピチカート • ボルカ」がヨー ⑩ ワルツ「天体の音楽」（ヨーゼフ・シュトラウス）

ゼフとの共作で1869-70年頃に杏かれた後を 作1111者のヨーゼフ・シュトラウスは、宇宙の述

うけて、「新ピチカート•ポルカ」の方はワルツ王 行を一つの仰大なハーモニーと考えてこの1111

単独で18!)3年に作1111された。これも「ピチカー をl"'fいたと言われているが、 !iii奏とそれに粒い

ト・ポルカ」と同じゅっくりしたポルカであり、弦 て奏されるワルツの俊美でロマンチックな旋律

楽器奏者は全Uが弓を骰いて、ビチカートだけ は、あたかも翡い空の彼方から舞い降りて来

SIGG 204-6 22 

て地上を澄みきった濶利で沿たすかのようであ の指揮者ヘルベックの依頼で、 1866年にJli楽

り、聴き手の想像力をはるか宇Hiの彼方へと 付のワルツとして作1111された。その後このワル

巡ぴ去って行く。これに続くいくつかのワルツは ツが本当に大きな牧賛をえるのは翌年パリの

旅やかさの中にも侵雅なロマンと幻想のたたえ 万 lきIii~'.に招かれたヨハン・シュトラウスが、純粋

られているのが~II何にもヨーゼフの作品らしく、 のオーケストラ1111に改めて紹介した際であり、

段と邪やかな11,:後のワルツの後、コーダでは この時「美し<Wきドナウ」は完全にパリを征服
・再び最初の旋flt.も短く戻ってくる。 してしまう。次いでこのワルツはロンドンでも熱

狂的に迎えられ、更に1872年の夏、「世界平禾II

回 ポルカ「11鴻と屯光」 50年祭」を祝賀する1mしがIJHかれた際、ワルツ

（ヨハン・シュl・ラウス11111:) 王はポス トンでの祇奏会を指揮するよう招か

急述に激しく奏されるポルカであり、術l!!Jや れ、このII寺集まった迩方もない数の人々に一斉

稲汝；、そして駿1,Hなどを生き生きと描き出して にこれが歌われることによってワルツ王の栄光

いる。最初附ちにせわしない感じに始まって、 は頂点に逹するのである。

中1::1に流脱な旋律によるトリオが111かれ、また

1,,: 初の部分となるが、終始ティンパニの述打が 匝lラデツキー行進1111(ヨハン・シュトラウス1世）
',lfl! りのとどろきを描き、シンパルのクラッシュが 父親ヨハン・シュトラウス(I804 -l 849)の代

稲我のきらめきを息わせるように入って、スリリ 表作であるこの1111は、1848年3月に作1111された。

ングな典布を翡めている。作1111は1868年。 この年の3月、フランスの2月革命にII乎応してウ

ィーンにも革命の炎が燃え上り、この l~I で最も

⑫ ワルツ「美し<Wきドナウ」 鎌われていた人物であるS閃相メッテルニヒはイ

（ヨハン・シュトラウスIIIll:) ギリスヘ亡命を余倣なくさせられる。息子のワ

ここからはアンコールの1111mに入って、いよい ルッ王は主として友人の音楽家や学生たちに

よウィンナ・ワルツのコンサートになくてはならな 対する同梢から1(,:命側に訂入れし、これに対

い「美しく行きドナウ」が登場する。このあまりに して父栽ヨハンは王党側に味方するのだが、そ

も名研い名1lhは、最初はウィーンリJJ!,,合11/;I協会 れはウィーンのlllfを況乱に陥れた人々を許すこ
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とができないという気持ちから出たものに他な

らず、シュトラウス父子はどちらも政治的な思想

の上からと言うより、 同じウィーンを愛する気持

ちを抱きながらもそれぞれの立場の述いから

両方の陣営に分れる粘米になったのだ。

「ラデツキー行進1111」はオーストリアの将,jf.ラ

デツキー元帥の率いる軍隊が、ロンパルデイア

平J瓜で、 1/,:命にllf-応して反オーストリアに立ち

上ったイタリア軍を破り、 8月6[1ミラノに入城し

＜源訟者について＞

カルロス・クライパー

1930年ベルリンに生まれる。父は当時ベルリ

ン国立歌,a,wJ;音楽監将であったt:t年の名指揮
者エーリヒ・クライパー。1935年にエーリヒがい

わゆる「ヒンデミット事件」でフルトヴェングラーを

支持したことからナチ政権と対立を深め、クライ

パー家は一家揃ってアルゼンチンに移住する。

大学では化学をw攻するが、 音楽への息い
たことを散えて作1111され、イタリア戦線で死ん を浙ちがたく、父エーリヒに指揮者を志してい

だ将兵のためのlii.j!).祭で初沙（された。この時 ることを告げる 。 エーリヒは I 年の 1/IJ に音楽 i~J

は/J.1/紺者が11rI関係者や熱心な愛国主義者ば 才能が認められなければ音楽の近をあきらめ

かりであったところから、盛んな拍手で迎えら ることを条件に活楽の勉強を許され、 20歳に

れたのは当然と打ってよいが、父ヨハンの強い なってからプエノスアイレスで音楽を学ぴ始め、

愛ffil心から発したこの1lhが一般に受入れられ 52年に同地のラ・プラータIDIJ楊でデピューする。

ないはずはなく、今日ではウィーンはもとよりオ その年には父とともにヨーロッパヘ戻り、 スイス

ーストリアの人々にとって、自分述の国に対する 述邦工業大学に入学するが、翌年にはミュンヘ

忠誠心の拠り所として無くてはならないものに ンのオペレッタ1≫1JJ));の見習い指揮者となった。

なっているのである。 54 年、ボツダムのハンス • オットー!Ull.tJ);のカペ

ルマイスターに就任し、指揮者として正式にデ

<1992年家里利昧＞ ピューする。 それからはライン • ドイツ・オペラ、

限12年位の,11,11州[J/.119が1溌如靭）ものを転杖しております。 チューリヒ歌劇楊、ヴェルテンベルク歌劇場（シ

ュトゥットガルト）などでの活趾で国際的にも認

められ、 68年にミュンヘンのパイエルン国立歌

劇場の指揮者に迎えられた。

73年にはウィーンl_til立歌劇P));、74年にはパ

イロイトにもデビュー。89年と92年にはウィーン

の「ニューイヤー・コンサート」に/Jliii(、大きな話

槌となった。

74年にパイエルン1叶立歌胤IP));を半いて初来

H、その後もミラノ ・スカラ座 (SJ年）やパイエル

ン j_lij 立符弦楽 l •tl(86年）とともに米 I」、いずれも

大成功を収めた。 92年にもウィーン • フィルを率

いて米l」をするはずだったが、刹気のためキャ

ンセルとなった。94年10月にはウィーン国立歌

胤IP));l-1本公演で米II、「ばらの瞼：I:」のIi:倒的
名演を残していく。

95年あたりから括動機会が激減し、レコーデ

ィングはなくなり、時たま息い/11したように演炎

会をする程度となってしまう。そして2003年12

月に必が亡くなり、 梢神的打繋を受けたと甘わ

れるマエストロはその後を追うように2004年7JJ 

謁 H、スロヴェニアの竹都リュプリャーナの近郊、

コンチシャで74年の 1umを l~J じたのである。
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〈取り扱い上のご注意〉 ●ディスクは両面共、指紋、汚れ、キス＇等を付けないように取り扱って下さい。●ディスクが汚れたとき
は、 メガネふきのような柔らかい布で内周から外周に向かって放射状に軽くふき取って下さい。レコ＿ド用クリーナーや溶剤等
は使用しないで下さい。●ディスクは両面共、鉛箪、ポールペン、油性ベン等で文字や絵を柑いたり、シール等を貼付しないで
下さい。●ひび割れや変形、又は接沼剤等でlili修したディスクは、危険ですから絶対に使用しないで下さい。（保管上のご注
意〉●直射日光の当たる場所や、忘温・多湿の場所には保竹しないで下さい。●ディスクは使用後、元のケースに入れて保管
して下さい。●プラスチックケースの上に頂いものを沿いたり、落としたりすると、ケースが破捐し、ケガをすることがあります。

お問い合わせ：株式会社ソニー・ミューン"ノクエンタテインメント〒102-8353東京都千代田区六番町4番地5

I Sony Mus;c Onl;nc Japan I http://www.sonymusic.eo.jp/ 
I Sony Class;cal omc;a1 s;1e I http://www.sonyclassical.jp 


